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　北海道にすんでいる生きものと言えば…エゾシカ、シマエナガ、ア
オダイショウ、エゾサンショウウオ、ルリボシヤンマなどさまざま。
そんな北海道の生きもの、名付けて「ホッカイドウブツ」を同じく北
海道の地で採取した石や枝、木の実や貝殻など自然の素材を使って
作ろうという企画です。実は、コーディネーターを務めるNPO法人
いきものいんくが、道内の宿泊学習受け入れで行っているプログラ
ムです。このため、普段は小学5年生向けの活動なのですが、今回は
全学年を対象に開催。もちろんその分ノコギリなど、道具を初めて使
う子も多くいましたが、使い方を教えると、1 年生も熱中して制作
にあたっていました。配付した写真や図鑑をじっくりと観察し、特徴
をとらえた力作が勢ぞろいです。
　作品の一部は、中央公民館入口にも展示中。北海道の生きものだけ
でなく、自由な発想で表現した作品を、ぜひご覧いただけたらと思い
ます。

“ホッカイドウブツ”を作ろう

活動報告

新聞貼り絵にも挑戦！新聞記事の写真などから色の部分をちぎって、作品にしました。

ほおずきやノブドウなど色とり
どりの素材は、前の週に豊浦のま
ちで拾ったものを使用しました。

新聞紙を丸めて
立体的な作品に
仕上げました
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